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１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

～運営協議会テーマ「参画と評価」～ 

平成２１年度から市のコミュニティスク－ル推進校として、「参画と評価」をキーワー

ドに、活動方針を以下のように設定しています。 

① 学校訪問などにより、学校教育活動への参画と評価により支援します。 

② 地域の声を協議会へ、教育活動の様子を地域へと情報の橋渡しをします。 

③ 学校自己評価（中部中の教育調査）の評価項目の検討をします。 

④ 学校自己評価結果や学校づくりビジョンに対する学校関係者評価をします。 

⑤ 学校関係者評価に示された提言について、学校の教育活動の推進を見守りサポ－ト

します。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 
・キャリア教育「美しく生きる」「自律」「多様性」「ありあり なんやっ」の発信 

３年間を通じて「キャリア教育」を進めています。本校の教育目標「美しく生きる」

を最上位目標に掲げ、その実現のためにどのような力をつけるべきなのかを運営協議会 
の方々と協議し、生徒とともに問いながら進めました。日頃の授業を大切に重ねるとと

もに、中学校卒業後の進路をどのように選択していくのか、人生１００年時代をいかに

生きるのか。「自律」と「多様性」をキーワードに、「ありあ 
りなんやっ」を合言葉に保護者、地域にも発信しました。 
 
・「キャリア教育」講演会 校長からの発信 

  ６月に校長から「自律と多様性」というテーマでの全校生徒、保

護者、地域に向けた講演会を実施しました。「自律」…自分で考え、

判断し、行動する力。「多様性」…自分の意見を伝えながら、違いを宝にできる関係性。

これからの時代に必要な「変化に対応する力」を付けて行くため、人生１００年時代を

豊かに生きていくための考え方、進み方の提案がありました。こ

の会には全校生徒をはじめ、保護者、地域の方が参加しました。 
  また、３年生には１，２，３学期とその時期に合わせた「キャ

リア」の話を校長から発信しました。修学旅行で何を見つけ、何

をつかんでくるのか。本当の進路選択とは。仲間とともに受験期

をどう過ごすのか。キャリアデザイン、スケジューリング、他者意識と、多角的なもの

の見方、捉え方、行動の仕方を示しました。 
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・職場体験学習 ２年生 
４年ぶりに２年生で実施した「職場体験」では中部中学校区を起点に、周辺の約３ 

３事業所に受け入れ協力をいただきました。生徒は、教育・福祉・医療・製造・販売・

保安・技術・接客等の分野で、「働く現場」を体験し、自身が身につけるべき必要だと

思う力を実感することができました。地域に出向き、地域とのかかわりを、体験学習を

通して見つめ直すことができました。来年度は、「中部中学校 職場体験実施中！！」

ののぼりを地域中に掲げ、職場体験をさらに地域と連携して進めていく予定です。 
 
・キャリア教育 「パネルディスカッション」２年生 

コミュニティスクール運営協議会委員４名、地域の行政、教育職員２名を招き、生徒

による司会・進行のパネルディスカッションを３月に実施しました。テーマを「働くこ

とを考える」とし、生徒の事前アンケート結果を基に、パネラーの方々の体験や経験を

話していただき、これからの進路選択に向け考えるヒントをいただきました。 
 

・キャリア教育 「地域スペシャリスト授業」 １年生 
１月、１年生が地域で伝統文化の技術をもつ方を招き、ミニ畳・

日永うちわ・陶芸・和菓子・飾り絵巻寿司・伊勢型紙の体験、製作

等をおこないました。デリケートな食材を使い、形を調整する工程

や、器具の細やかな扱い方、自分で図柄を選択したり、オリジナルでデザインを考えた

り、「自律」と「多様性」の力が織り込まれた伝統文化（体験）に触れ、その難しさや

奥の深さ、楽しさ、挑戦することの尊さを実感として体験することができました。保護

者や地域にも発信し、見学できる機会としました。 
 
・ビューティフルシティへの道（BT への道） 
  ４年ぶりに「ビューティフルシティへの道」が再開しました。四日市市

が誇る８月の「大四日市まつり」の翌日、我が校区である商店街を中心に、

地域、市職員の方々と共に清掃活動を行いました。中部中の生徒にとって伝統ある行事

で、代々、誇りをもって担っています。中部中生の参加を、運営協議会をはじめ、地元

の人も喜んでくれています。今年度は８０名近くの生徒が参加し、地域のために汗を流

しました。 
 
（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

毎年度、運営協議会を５回実施しています。今年度は、そのうち２回

に６部会（学校運営、道徳・人権、教科授業づくり、生徒指導、特別支

援教育、国際理解教育）の担当教員が参加し、各部会の取組計画提案、1 年間の振り返

り報告を行い、ご意見を頂きました。１０月の協議会では、校長から前期の経過を含め、

後期に向け、特にこだわり、強化していきたい案件や、そのために地域から協力しても

らいたい事柄や情報など、意見を交換する会となりました。残る２回は学校行事と併催

するなど、教育活動の参観を伴った意見交換会として実施しました。授業や行事の参観

後に委員の皆さんの視点から感想や評価、アイデアをいただいています。 



今年度は、会議、オープンデーや行事等に加え、生徒会主催の「特技

発表会」や PTA 主催の学習会等にも参加していただき、生徒・教職員の

様子を見ていただきました。地域の方々が学校に来て、子どもを見守る

姿は、教職員だけでなく、保護者にとっても安心感などプラスに働いています。 

第５回の運営協議会では、生徒・保護者、教職員による学校アンケートの結果と６部

会の各担当から成果と課題を示しました。特に昨年度、指摘いただいた継続した課題に

ついて、今年度の結果から検証を行いました。どのような手立てをし、変化があったの

か、なかったのか。その課題が表出している要因に、運営協議会がどうかかわれるのか。

生徒や教職員だけに改善に向けた矢印を向けるのではなく、運営協議会として、地域と

してできることを考える場に、そして、よりそのような仕組みを強化していくことを確

認する機会となりました。その上で次年度の学校づくりビジョンの承認をいただくとと

もに、校区の保護者や生徒の生の声を交えた次年度の取り組みへのご意見等をいただき、

「チーム CHUBU」としてのエールをいただきました。 

 
３ 今後に向けて 

学校づくりビジョンにおいて、めざす生徒の姿を「自律」「協生」「創発」とし、➀「主

体的に学ぶ生徒」【ありありなんやっ！】 ②「個性が輝く生徒」【 Enjoy 

Differences,Enjoy Diversity】 ③「生徒と向き合う教職員」【With Empathy】 ④

「地域と協働する学校」【チーム CHUBU】を実践します。そして、地域とは【チーム CHUBU】

で、本年度以上に「協働」しながら進みます。四日市市の中心部の強み、利を活用し直

します。コロナ禍以降、再度取り組みを見つめなおします。 

「キャリア教育」の通過点である「職場体験」では、運営協議会や、地元の自治会長、

中部地区市民センターの職員の人財を活用し、体験先を開拓し、地域の中学生として学び、

育ててもらう【地域に根ざした職場体験】を実施し、中部中学校の「職場体験実施中！」

ののぼりで商店街周辺を緑色にはためかせます。 

今年度の協議会で意見をいただいた「中部中の教育に期待すること」にあった 

〇一生懸命になれることを見つけられる、目標を定めその実現を楽しめる生徒 

〇誰に対してもあいさつができる生徒、人とのつながりを大切にする生徒 

〇自分の思いや考えを表せる生徒、自分の思いを素直に出せる生徒 

〇相手が望むことを先回りして考えられる生徒・・・思いやり、助け合いの心 

の育成に向け、学校ビジョンを基盤とした取り組みの中で、今後も協議（PDCA サイク

ル）を重ねていきます。また、令和６年度からは協議会の開催を平日の日中（就業時間

中）にし、生徒の学ぶ姿をより自然な形で見ていただくことにします。パネルディスカ

ッションでお世話になったパネリストの方が、学校の中でお会いする「よく知っている

方」になり、「私の地域の方」ということで、生徒たちにとっても親近感が持て、【チー

ム CHUBU】の意味や、様々な人に支えていただいている実感がもてると考えます。 

加えて、私たち教職員が生徒と積極的に向き合う姿勢を評価していただいていること

は、私たちのモチベーションにつながっています。 

昨年度同様、外国人生徒指導や特別支援教育、不登校問題、教職

員の過重労働など、他にも多岐にわたりご意見をいただいたことを

活かして、さらに取り組みを深化させていきたいと思います。 
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月 日 協議会の開催 活動内容（学校行事関連含む） 
４    

５ 

16 
 
 
 

10
～
12 

第１回運営協議会 
 
 
２年生職場体験 
 

○委嘱式 

○学校づくりビジョン承認 

○年間計画と各部の活動方針の確認 

 

➀３３事業所へ職場体験 

６ 

12
～ 
14 
 
29 
30 

第２回運営協議会 
（公開授業週間参観） 

②公開授業週間（6/12～14） 

 ○授業参観・生徒の観察 

 

 

③キャリア教育講演会（6/29） 

④３年道徳授業公開（6/30） 

７    

８   ⓹「ビューティフルシティへの道」（8/7）市街地清掃活動 

９   ⓺体育祭参観 9/20 

10 

10 
 
 
 
 
 
31 

第３回運営協議会 
 
 
 
 
 
第４回運営協議会 

○上記①～⑥の感想と評価 

〇前期分の教育活動の感想と評価 後期に向けて  

学校づくりビジョン見直し 

 

⓻学校見学会（10/28） 

 

⓼文化祭参観（10/31） 

11 
  

 
⓽１年道徳公開授業（11/29） 

12   ⓾映画観賞学習「em」（咲む）（12/20） 

１ 
  

 
 

⑪四日市幼稚園合同避難訓練（1/9） 

⑫１年地域スペシャリスト授業（1/16） 

⑬２年道徳公開授業（1/26） 

２ 

 
6 

第５回運営協議会 
 
 
 

○教育活動の感想と評価 

○学校自己評価集計結果などを基にした学校関係者評価 

○各部会より 

○次年度への展望 

３ 
 

 
 

⑭卒業式（3/7）運営協議会委員参加 

⑮２年生キャリア教育パネルディスカッション（運営協議会講師４

名、他２名）（3/8） 
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